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B.山 地 の 出 水 機 構 に 関 す る 基 礎 的 研 究

出水機構のモデル化に関する実験的研究一

小 川 滋 平 野 宗 夫

末 勝 海 岩 元 賢

坂 上 務

山地の出水機構 に関す る基礎 的研究は、 上記 婆名の研究組織に おけるテーマであ り、粕塁地

方演習林を主 た る現 地実験 観測地 としてい る。粕屋地方演習林に おいては、森林水文研究の施

設 ・設備を整 備充実 させ る一貫 として計画 され た。 なお、4名 の研 究任務分担は 以下 の ようで

あ る。

末 勝 海:地 形解析、植相の影響分析

坂 上 務:レ ーダーに よる山地降水分布の解 明

平 野 宗 夫:河 道流路の水理モデルの研究

小 川 滋:霞 腹斜面の水理 モデルの研 究、現地観灘

研 究 目 的

山地か らの出水 機構 の解 明、つ ま り、降水が 山地か ら流出 して渓流 とな り、合流す るにし

たがって出水 の集中化を生 じ、流域の集合 にと もな って順次大 きな流域 とな ってい く過程の

研究は、水保全上す なわち、洪水害防止な らびに水資源利用上 きわ めて重要な基礎的問題で

あるか ら、 これ を、理論な らびに実験観 測の両面か ら実証的 に究 明す ることが研究の 目的で

ある§

研 究 計 画 ・方 法

ユ.地 質 ・土壌 ・植生な どを考慮 に加 えた地形解析に よる降水流 出機構の システム化

粕屋地方演習林内の多 々農川上流域約200ha(新 建 ・新谷 団地)を 試験流域 とし、

地形図、航空 写真な どによって谷の位数解析 をおこな う。 これ と地質、土壌 、植生な どを

考慮 して流域 分割をお こない地形解析す る。 また、現地調査に よって修正す る。 これ らの

結 果によって流 域、河道の出水集合過程の システムを明確 にす る。なお、 これ らの システ



ムを宮崎演習林一 ツ瀬川上流300haに つ いて適用し、大流域 への応用をは かる。

2.出 水集中過程の水理 モデルの作成

山腹斜面、河道流路 について前項で えた結 果を もとに水理学的 モデルを作成 し、 モテル

降雨 について数値 シュ ミレー トす る ことによ り、数値実験的 に試験流域の出水集中過程 を

明 らか にす る。 これ については、室内実験 で、模型化 して お こな う計 画 も併用す る。

3.水 文観測施設 の計 画、設定 な らびに観測実施

1,2で え られ た結 果を もとに出水集中過程 を検証す るに重要 な地 点を選定 し、測水 計

画をたてる。測水は 、パー シャル ・フルームによ り水位測定 を、雨量は、各測水流域 ごと

に配置す る。記録は 、水位 ・雨量 と もパ ンチ コー ダシステムを もちいて同時記録 をお こな

い、 資料化 され たテー プシステムで保存 し、整理、研究に もちい る。

4.山 地降水状況の解 明

実際の降水量分布状 況にっいて3.に 対応す る雨量観測計画 を、農学 部内に設置 され た降

雨観測用 レーダーとの関連 において たて、計 器を設定す るとと もに観測 を開始 し、地形 気

象条件 と雨量分布の 関係 を解 明す る。

研 究 経 過

山腹 な らびに小流域 か らの出水特性 につい ての水理学的 モデル化 につ いては、"水 み ち出

水モデル"1)と し て完成 した。

位 数解析、地形解析 な ども国内各地で の調査結 果を もとに調査方式、 方法について最終 的

な ものがえ られ てい る。

山林地の降水量 の分 布について粕屋演習林 内での現地観測 を もとに研究 した結果が あ り、

樹冠遮 断 ・樹幹流下量 な どについて も現地実験結 果があ り、粕屋演習林 内における研究成 果

があ る。

レー ダーによ る降水量 の分布 な どについ ての研究は、農学部内 レー ダーとの対応が、粕屋

演習林事 務所内露場 において 自記記録装 置によ り記録 されてい る。

以上の経過 を もとに、昭和49年 度 におい ては、科学研究費一般(A)(代 表 者未勝海)

を 申請 した。

なお、 山腹の水理 モ デルの研究で、"水 み ち出水モデル"の 検証の ために、 山地の現地 斜

面に表層流実験装置 を計画 してお り、人工降 雨装 置を主体 とした科学研究 費奨励研究(A)

(小 川滋)を 申請 した。



1)小 川 滋f山 地小流域 の出水特性 に関す る研究(6)一 水 みち出水 モデルに

ついて,昭 和49年 度 土木学会西 部支部講演集

小 川 滋:山 地 小流域 の出水特性に関す る研 究(7)水 み ち出水 モデルの

適用について,一 第86回 日林大学講演

C.中 部 九 州 多雨 ・破 砕 地 帯 に お け る山崩 れ と

荒 廃 地化 防止 に 関す る研 究

木 梨 謙 吉 中 島 義 介

長 正 道 汰 木 達 郎

小 川 滋 井 上 晋

中部 九州 山岳地帯は 多雨破砕地帯にあ り、急峻な ところで、 いわ ゆる豪雨型山崩れ、 また断

層 破砕帯 の深層風 化の進 んだところでは、地すべ り性崩壊が多発す る。 それ らの崩壊に よって

山腹 ・渓 間に堆積 してい る不安定土砂は、 その後 につづ く豪雨型 山崩 れな どに よって土石流化

して下流へ被 害を与 えてい る。 また この地 帯は 多雨で破砕地帯土壌 も発達 し温帯森林地帯 を形

成 してお り林業 開発 も古 くか らお こなわれ てい る。 しか しなが ら、森 林生産に良好 な条件は、

山崩れ発生の要因 と密接に関連 してお り、 林業 開発 ・土地の高度利 用開発が急速 に展 開してい

る現在、 この開発 による危険が増大 し荒廃地化の徴候 もあ り災害の防止研究が急務 とされてい

る。

本研究の計画は,演 習林内において,研 究対象 の地域 を場所的に同 じとして各専門 分野よ り

本研 究テーマに対 して アプローチ し,演 習林内で総合 的な研究 を推進 す る一つの試みであ る。

1.研 究 計 画 ・方 法

まず、宮崎演習林(約3000ha)を 含 めた中 部九州 山岳地 帯におけ る山崩れ 等の多発

地帯 を試験地域 として設定す る。

1)植 相の変化 と土壌履歴の森林生態学的解析(汰 木 ・井上分担)


